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巻
頭
言 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
組
（
少
年
会
） 

中
新
井
分
教
会 

 

野
口 

宏
明 

 
 

『
百
と
い
う
字
の
意
は
、
白
紙
に
戻
り
一
よ
り
始
め
る
を
謂
う
。
』 

教
祖
百
年
祭
に
向
か
う
諭
達
第
三
号
で
、
三
代
真
柱
中
山
善
衛
様
が
仰
っ
た
こ
の

言
葉
に
、
当
時
中
学
生
だ
っ
た
私
は
と
て
も
衝
撃
を
覚
え
、
今
で
も
心
の
中
に
残

っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
四
十
年
近
く
が
経
ち
、
教
祖
百
四
十
年
祭
の
三
年
千
日

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
現
在
、
一
か
ら
始
ま
っ
た
四
十
年
を
少
し
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
、
前
記
諭
達
第
三
号
の
中
に
、
『
教
祖
百
年
祭
の
意
義
は
、
立
教
の
元
一

日
を
た
ず
ね
、
ひ
な
が
た
を
た
ど
り
』
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
教
の
元
一
日
か

ら
四
十
年
、
立
教
四
十
年
（
明
治
十
年
）
頃
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
三
年
前
の

明
治
七
年
に
、
教
祖
は
、
三
昧
田
の
前
川
家
に
か
ぐ
ら
面
を
取
り
に
行
か
れ
、
県

庁
の
呼
び
出
し
に
応
じ
山
村
御
殿
へ
行
か
れ
た
り
、
赤
衣
を
召
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
八
年
は
、
陰
暦
五
月
二
十
六
日
に
ぢ
ば
定
め
、
九
月
に
こ
か
ん
様
が
出
直
さ
れ
、

中
南
の
門
屋
が
竣
工
し
ま
し
た
。
明
治
十
年
に
は
女
鳴
物
を
教
え
ら
れ
、
た
ま
へ

様
が
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
世
間
で
は
、
西
南
の
役
が
起
こ
り
、
日
本
各 

 
 

 
 

地
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
は
じ
め
ま
し
た
。 

次
に
、
教
祖
が
現
身
を
お
か
く
し
に
な
ら
れ
て
か
ら
四
十
年
、
教
祖
四
十
年
祭

（
大
正
十
五
年
）
は
、
「
教
勢
倍
加
運
動
」
の
打
ち
出
し
が
あ
り
、
大
正
九
年
に

４
０
６
６
だ
っ
た
教
会
が
、
年
祭
の
年
に
は
８
６
２
１
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
お

預
か
り
し
て
い
る
中
新
井
分
教
会
も
こ
の
時
お
許
し
を
い
た
だ
き
、
来
年
創
立
百

年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
二
代
真
柱
様
の
管
長
就
職
奉
告
祭
が
あ
り
、
天
理
外
国

語
学
校
（
天
理
大
学
）
等
の
設
立
も
こ
の
時
で
す
。
世
間
で
は
、
大
正
十
二
年
に

関
東
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

改
め
て
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
立
教
四
十
年
の
頃
は
、
ぢ
ば
定
め
、
か
ぐ

ら
面
や
女
鳴
物
な
ど
お
つ
と
め
を
つ
と
め
る
た
め
の
準
備
を
す
す
め
ら
れ
、
山
村

御
殿
の
ふ
し
か
ら
高
山
布
教
に
出
ら
れ
ま
し
た
。
教
祖
四
十
年
祭
の
頃
は
、
国
内

外
に
対
し
て
の
布
教
に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
共
に
、
道
の
後
継
す
る
重
要
な

方
々
の
出
来
事
や
、
世
間
で
は
数
々
の
大
節
を
お
見
せ
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
か
ら
、
今
現
在
で
も
、
そ
の
当
時
と
変
わ
ら
ず
、
「
に
を
い
が
け 

お
た
す

け
」
「
つ
と
め
と
さ
づ
け
」
「
道
の
後
継
者
の
育
成
」
と
今
や
る
べ
き
こ
と
が
自

ず
と
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
乱
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
、
先
日
発
生
し
た
、
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
で
の
大
地
震
な
ど
、
当
時
と
同
じ

よ
う
な
出
来
事
も
あ
り
ま
す
。
親
神
様
か
ら
お
見
せ
頂
く
成
っ
て
く
る
姿
を
喜
び
、

そ
の
元
を
考
え
、
先
人
先
輩
方
を
見
習
い
つ
と
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
改
め
て
大

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
け
て
の
三
年
千
日
、
喜
び
の
心
で
、
喜
び
の
種
ま
き
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
明
る
く
勇
ん
だ
心
で
、
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
辿
り
な
が
ら
し

っ
か
り
歩
ま
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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【
布
教
部
】 

◆ 
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
布
教 

二
月
二
十
八
日
、
練
馬
駅
に
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ 

ボ
ー
ド
布
教
、
及
び
、
婦
人
会
に
よ
る
、
ゴ
ミ 

拾
い
ひ
の
き
し
ん
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
参
加
者 

 

五
名
】 

 
 【

婦
人
会
】 

◆ 

三
月
十
二
日
（
日
）
十
時
よ
り 

都
千
龍
分
教
会
に
集
合
し
て
周
辺
で
、
に
お
い
が

け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
コ
ロ
ナ
で
思
う
よ

う
に
活
動
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
感
染
者
数
が
減

っ
て
き
て
い
る
今
、
皆
で
明
る
く
勇
ん
で
、 
に
を
い

が
け
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

◆ 

毎
月
二
十
八
日
九
時
三
十
分
か
ら
十
時
三
十
分 

ま
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
布
教
と
ゴ
ミ
拾
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

*
*

お
知
ら
せ*

*
 

五
月
二
十
九
日 

(

月) 

に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

お
食
事
会
で
す
が
、
都
合
に
よ
り
五
月
三
十
日 

(

火) 

に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

詳
し
く
は
後
日
、 

お
知
ら
せ
を
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

     

【
リ
ボ
ン
の
会
】 

◆ 

一
月
三
十
日 

ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き
し
ん
ｉ
ｎ
練
馬

駅
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
高
架
下
を
中
心
に
回

る
と
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
あ
り
、
や
り
が
い
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
ご
褒
美
ス
イ
ー
ツ
は
ほ
か
ほ

か
の
鯛
焼
き
！
心
も
お
な
か
も
ほ
っ
こ
り
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
参
加
者 

 

十
名
。） 

 
 

 

◆ 

二
月
十
三
日 

ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き
し
ん
ｉ
ｎ
石
神

井
公
園
駅
は
雨
天
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 

◆ 

三
月
二
十
九
日
十
時
三
十
分
よ
り
お
花
見
ゴ
ミ
拾

い
ひ
の
き
し
ん
ｉ
ｎ
豊
渕
分
教
会 

 

桜
が
満
開
に
な
る
こ
の
季
節
！
環
八
通
り
沿
い
を

ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き
し
ん
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
後
豊
渕

分
教
会
に
咲
き
誇
る
大
き
な
桜
の
木
の
下
で
、
お
花

見
を
し
よ
う
と
計
画
中
で
す
。 

◆ 

春
休
み
期
間
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
少
年
会
員

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

天
理
教
東
京
教
区 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

創
立
記
念
祭 

◆
日 

 

時 
 

 

立
教
百
八
十
六
年 

四
月
四
日
（
火
） 

 
 
 

午
前
十
時
よ
り
祭
典
執
行 

 

◆
記
念
講
演 

や
ま
と
よ
ふ
き
分
教
会
長 

深
谷 

太
清
先
生 

 

※
講
演
終
了
後
、
中
庭
に
て 

模
擬
店
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

◆
練
馬
支
部
よ
り
模
擬
店
を
出
店
い

た
し
ま
す
。 

※
出
し
物 

揚
げ
た
こ
焼
き 

 
 
 
 
 
 
 

（
三
〇
〇
食
） 

大
勢
の
方
の
ひ
の
き
し
ん
を 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◆
集
合 

九
時 

 

 
 
 

練
馬
支
部
模
擬
店
テ
ン
ト 
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３月行事予定 

日 時 行 事 会場 担当者 

3 月 12 日（日） 

13：30 より 

天理教基礎講座 

 

東京教務支庁  

3 月 12 日（日） 

 10：00 より 

婦人会例会 

にをいがけ 

都千龍分教会 

早宮 1-30-11 

崎新道分教会 

小林典子 080-7133-1349 

3 月 28 日（火） 

 9：30 より 

メッセージボード布教 

みんなでひのきしん 

練馬駅周辺 

南口時計台前集合 

紀豊崎分教会 

鈴木 眞 090-4833-0766 

3 月 28 日（火） 

10：30 より 

配り物の仕分け 

 

豊眞分教会 

桜台 5-14-9 

本宮村分教会 

山口 明 090-8101-8696 

3 月 29 日（水） 

10：30 より 

リボンの会 

お花見ごみ拾い 

ひのきしん 

豊渕分教会 

早宮 2-18-19 

城道分教会 

森 量子 080-3417-2503 

4 月  3 日（月） 

17：00 より 

幹事会 区民・産業プラザ研修

室 3（ココネリ３階） 

 

4 月  4 日（火） 

10：00 より 

教区記念祭 

記念講演 

   深谷太清先生 

東京教務支庁  

練馬支部情報ねっと 

天理教基礎講座  東京会場 

3 月 12 日（日）午後１時３０分～（午後１時より受付） 

受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

会場   東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ ０３－３９１７－０２４７ 

内容   ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」 教えの概要と教会本部神殿案内 

     講話Ⅰ 「かしもの・かりもの」   天理教の信仰にとって大切なことを 

分かり易くお話します 

      ビデオ②「信仰のよろこび」     信仰者の喜びの声 

講話Ⅱ 「親神様・教祖・ぢば」   経験豊かな講師が身近なことを題材に、 

                        心とからだのかかわりについてお話し 

ます 


